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◆
高
農
ス
リ
ー
Ｓ

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆

月

日
、
本
年
度
第
３
回
め
の
高
農
開
放
講
座
が

10

20

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
本
校
の
保
護
者
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
生
徒
と
一
緒
に

「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
講
座
の
後
半
で
は
、
本
校
が
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
『
ス
リ
ー
Ｓ
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

で
製
作
・
管
理
し
て
い
る
備
中
高
松
駅
構
内
の
立
体
花

壇
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
本
校

生
徒
が
利
用
す
る
備
中
高
松
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
通
学

路
を
舞
台
と
し
て
、
「
景
観
創
造
（S

ce
n
e

）
」
や
「
起

業
学
習
（St

ud
y

）
」
、
「
社
会
教
育
（S

oc
i
al

）
」
に
取

り
組
み
、
夢
の
よ
う
な
地
域
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
で
、

本
校
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
に
躍
動
し
、
勉
学
に
励
み
、
豊

か
な
人
間
性
や
感
性
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
３
つ

の
『
Ｓ
（St

at
i
on

・S
tr
e
et

・S
ch
oo
l

）
』
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
特
に
、
本
校
生
徒
と
地
域
の
方
々
と
の
協
同

作
業
が
実
現
し
、
大
変
有
意
義
な
取
組
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
本
校
と
地
域
の
『
絆
』
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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11 月の行事

2(金) アイラブ交流会

漢字検定

3(土) まちはなフェア(岡山市)

10(土)～ 11(日) 全国産業教育フェア

岡山大会「さんフェア岡山 2012」

(桃太郎ｱﾘｰﾅ・商大附属高校)

16(金)～ 17(土) 高農祭

17(土) 第２回同窓会役員会

19(月) 11/17 の振替休業日

20(火)農業クラブ岡山県大会(勝間田)

23(金) 勤労感謝の日

25(日) ワープロ検定

27(火) ケアハウスでの交流会

29(木) 学科別集会

30(金) 役員選挙(生徒会・農ク・家ク)

備
中
高
松
城
下
町
か
わ
ら
版

発
行
８
周
年
を
記
念
し
て

校
長

石

田

正

人

今
年
の
夏
は
、
ロ
ン
ド
ン
一
色
だ
っ
た
。
本
誌
の
創

刊
は
、
平
成
十
六
年
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
の
九
月
だ
。
創
刊
の
き
っ
か
け
は
、
地
域
に

も
っ
と
学
校
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
べ
き
と
い
う
学
校

評
議
員
会
で
の
あ
る
委
員
さ
ん
か
ら
の
意
見
で
あ
っ
た
。

創
刊
当
初
は
学
校
の
様
子
ば
か
り
で
は
な
く
、
町
の
声

も
掲
載
し
た
。
こ
の
か
わ
ら
版
を
通
し
て
、
こ
の
備
中

高
松
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
に
話
題
を
提
供
で
き
れ
ば

と
思
っ
た
。
実
際
は
、
本
校
の
記
事
満
載
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
本
校
に
直
接
関
係
の
な
い
方
々
に
も
、
こ

の
町
の
人
な
ら
手
に
と
っ
て
見
て
く
れ
る
も
の
を
目
指

し
た
。
だ
か
ら
、
発
行
時
に
最
も
悩
ん
だ
の
は
本
誌
の

名
前
だ
っ
た
。
地
域
向
け
情
報
誌
と
い
う
こ
と
と
町
が

一
体
感
を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
「
城

下
町
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
実

際
こ
の
備
中
高
松
を
城
下
町
と
呼
ぶ
人
は
い
な
い
。
そ

こ
で
、
当
時
創
刊
に
携
わ
っ
て
い
た
私
は
、
備
中
高
松

の
郷
土
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
清
鏡
庵
の
林
信
男
氏
に

相
談
に
行
っ
た
。
発
行
の
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る

と
林
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
柔
和
な
表
情
で
こ
う

お
っ
し
ゃ
っ
た
。｢

備
中
高
松
城
は
戦
い
の
た
め
だ
け
に

作
ら
れ
た
城
だ
っ
た
が
、
当
時
の
資
料
に
よ
る
と
い
く

ら
か
城
下
町
と
言
え
る
も
の
も
あ
っ
た
と
思
う
。
何
よ

り
、
当
時
を
知
っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
い
の
だ
か
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。｣

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
は
、
林

さ
ん
が
認
め
て
く
れ
た
と
思
っ
た
。
か
く
し
て｢

備
中
高

松
城
下
町
か
わ
ら
版｣

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
毎
年
九

月
に
な
る
と
こ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
林
さ
ん
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
現
在
も
、
当
か
わ
ら
版

の
執
筆
は
、
本
校
教
頭
先
生
が
担
当
し
、
全
校
生
徒
・

保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
に
は
十
五
名

の
報
知
集
会
委
員
生
徒
諸
君
と
教
頭
先
生
の
手
に
よ
っ

て
町
内
四
十
三
箇
所
に
お
届
け
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
本
誌
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆”I H a v e A D r e a m .”◆

～ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに挑戦しました！～

夏の長期休業を活用して、生徒たちは様々な

場所でインターンシップ(就業体験)に取り組み

ました。畜産科学科では２年生が、ペットショ

ップ、動物園、実験動物事業所、牧場などで学

科の専門性を生かした実習に汗を流しました。

この体験は将来の進路決定の大きな材料にな

ります。あこがれの仕事に就くにはどうすれば

いいのか、実際の仕事内容はどうなのか、長期

間の実習期間を通して生徒たちは様々なことを

学びました。

～ 進路決定へ一直線！～

９月１６日より来春卒業予定の高校生対象の就
職試験が開始されました。一般に言われている
ように、高校生を取り巻く就職状況は昨年に引
き続き厳しいものがあります。しかし暑い夏に
頑張った、受験勉強、履歴書の作成、面接練習
・・・。すでに多くの合格通知も届き、３年生
の就活もいよいよ佳境に入っています。

また１０月に入り、進学に向けての受験も本
格的に始まりました。４年制大学、専門学校、
農業大学校など希望する学校への合格を目指し
て、生徒の熱い挑戦は続きます！

◆第 67 回国民体育大会「岐阜清流国体」報告会◆

○ ライフル射撃競技 少年女子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ立射 40 発競技優勝 園芸科学科３年 水川 愛 さん

○ 〃 〃 20 発競技優勝 〃 水川 愛 さん

○ ライフル射撃競技 少年男子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ立射 30 発競技７位 農業土木科２年 水内 文哉 君

○ レスリング競技 少年フリースタイル 96kg 級 第２位 農業科学科３年 近藤千加良 君

○ 〃 少年グレコローマンスタイル 120kg 級 第５位 農業土木科３年 柏本 心 君

１０月９日（火）、国体から凱旋した選手たちを囲んで報

告会を行い、全校あげてその栄誉を祝いました。

石田校長先生から各選手の戦績紹介があり、その後４名の
選手が一言ずつ挨拶しました。各人からは、全校生徒の応援
に対するお礼の言葉とともに「今後もそれぞれの進路でさら
なる精進を続け、大きな目標に挑戦していきたい」との力強
い意気込みの言葉が聞かれ、盛大な拍手に包まれました。全
校の生徒、職員にとって、大きな誇りと勇気になりました。
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射撃部・レスリング部が県教育長を表敬訪問

第 50 回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会（7 月 30 日：広島県）
ビームライフル優勝 園芸科学科３年 水川 愛 さん

第 28 回全国高校生グレコローマンスタイル選手権大会（8 月 19 日：福岡県）
96kg 級優勝 農業科学科３年 近藤千加良 君

８月２９日、夏の大会で全国優勝を成し
遂げた水川さん、近藤君の両名が岡山県教
育委員会を訪ね、竹井教育長に「全国制覇」
の栄誉を報告しました。
教育長にそれぞれが大会の様子を報告し、

全国優勝の賞状を見てもらいました。教育
長からは、「この秋の岐阜国体での活躍を期
待しています。今後も日本代表を目指して
精進してください」と、功績をたたえられ
るとともに、激励をいただき、記念品をい
ただきました。
両名の次なる目標は"秋の国体"制覇です。

◆”I H a v e A D r e a m .”◆

～ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟから進路実現に ～

畜産科学科３年 麻原有矢 君は、このたびＪＡ畜産

美星農場を受験し、見事内定。かねてからの夢の実現

に一歩踏み出しました。課題研究でミニブタの調教に

取り組んでいる麻原君。養豚の仕事に就きたいという

夢を持ち、５月に同農場で４日間のインターンシップ

に挑戦。学校の数十倍もの規模の農場で、手際よく除

糞から切歯や断尾、去勢等を行うプロの仕事ぶりに感

動して帰ってきました。自分もあの様に出来るように

なりたい、あの農場で働きたいという願いが通じたの

か、求人をいただきチャンスを生かすことができまし

た。『夢は諦めなければ叶う』内定の報告に来てくれた

彼のその目には、逞しささえ感じることができました。

※本校では、地域を支える人材として自己形成でき
る能力や態度を育成する「岡山県地域人材育成事業」
に取り組んでおり、その一つの取組として、生徒の
夢を実現するための長期のインターンシップを推進
しています。

◆平成 24 年度 高農体育祭◆
９月２５日（火）、本年度の高農「体育祭」を開催しました。好天にも恵まれて多くの来

賓や保護者の皆さんも来校され、最高の体育祭となりました。
夏休み後半から科毎に工夫を凝らし、準備・練習を重ね

てきた応援看板や集団演技。学年毎に得点種目を競い合い、
なりふり構わずガムシャラに力を出し切る懸命な姿には、
若者らしいすがすがしさが感じられました。
応援席看板は、1 位：園芸科学科、2 位：畜産科学科、3
位：食品科学科、4位：農業科学科、5位：農業土木科。
集団演技は 1 位：園芸科学科３年、2 位：畜産科学科３

年、3位：園芸科学科２年。総合優勝は園芸科学科でした。

収穫の秋本番 「農業科学科１年 稲刈り実習」

１０月３日（水）、農業科学科１年生が本校の稲
刈りのトップを切って、餅米の手刈り実習を行いま
した。
先生から稲の持ち方、鎌の使い方、刈り取った稲

を束ねて藁で結わえる方法等を習い、全員で１枚の
田を収穫。数人は家で稲刈りの経験はあるものの、
殆どが鎌を使うのは初めて。最初は”へっぴり腰”
で恐る恐る刈っていましたが、一人一人刈り取って
束ねた稲を先生にチェックしてもらい、やっとのこ
とで「合格」をもらう頃にはなかなかどうして様に
なっていました。
周囲の安全に配慮しながら鎌を使い「ザクッザク

ッ」と刈り取る際の感触は、生徒たちの身体にしっ
かりと記憶されたことでしょう。
刈り取った稲は昔ながらの「はざかけ（はぜかけ）」

にして天日乾燥。本校の稲刈りは、この後１０月い
っぱい続きます。

高農の逸品 No.17
校内生産・加工品

12 年前から、本校畜産部で飼育
しているセイヨウミツバチ。年間
の採蜜量は約 10 kg。味、香りとも
最高で、例年「秋のふれあい市」
での販売で、あっという間に売り
切れています。


